
部会 活　動　状　況

【課題等】
　平成24年４月の法改正により、平成26年度末までに、原則として、すべての障害者
等が障害福祉サービス等を利用する場合、サービス等利用計画の作成が必須化さ
れたため、今後、相談支援専門員の量的確保及び質の向上を図る必要がある

○相談支援体制の充実
　・相談支援事業所連絡会（計画づくりの勉強会、情報交換会）の実施
　　　　６月４日（月）＜39名参加＞、８月１日（水）＜44名参加＞

○専門コース別研修の企画、実施（３月８日（金））
　・テーマは「障害児支援（発達障害）」。午前中は講義、午後は演習を実施
　　　　＜40名参加＞

○地域自立支援協議会の充実
　・圏域アドバイザー（富山国際大学　室林講師、村上講師）の派遣
　　　　＜実績７回＞

【課題等】
　平成24年10月に障害者虐待防止法が施行されたことを受けて、通報窓口の普及啓
発を図るとともに、虐待を受けた障害者等への支援策について検討する必要がある

平成24年度富山県自立支援協議会専門部会の各部会の活動状況
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○障害者虐待防止・権利擁護研修の実施　（９月21日（金））
　・午前中は共通講義、午後はコース別（「管理者コース」「従事者コース」「相談窓口
　　職員コース」）演習を実施＜219名参加＞

○普及啓発活動の実施
　・ＰＲリーフレットの作成・配付
　　　　＜25,000部作成＞
　・シンポジウムの開催（12月９日（日））
　　　　一般県民を対象とした基調講演、パネルディスカッションを実施
　　　　＜130名参加＞
　・その他新聞、テレビ等を活用したＰＲ活動を実施

○障害者虐待防止ネットワーク協議会の開催（９月28日（金））
　・障害者関係の機関、団体等の相互の情報共有、連携体制の強化等を図るため、
　　事業者、障害者団体、有識者、警察、労働、保健、相談機関など21名の委員で
　　構成

○部会の開催（３月15日（金））
　・障害者虐待防止法施行後の各センターにおける虐待相談件数、事例の報告
　・障害者虐待の相談や虐待防止体制に向けた課題等について意見交換
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【課題等】
　医療機関への制度等の普及啓発や、退院支援にむけての医療機関や相談支援事
業所などの関係機関の連携と支援のあり方を検討する必要がある

○部会の開催（３月13日（水））
　・高齢長期入院患者退院支援事業実施状況と課題 等
　・地域定着支援における課題

【課題等】
　平成24年４月の児童福祉法改正により、身近な地域で支援を受けられるようにする
ため、障害児の通所サービスの実施主体が市町村となり、通所施設・事業が一元化
され、障害児相談支援等、地域における支援の充実が求められており、今後、各地
域、市町村の障害児支援体制の強化（レベルアップ）を図る必要がある

○各地域協議会障害児支援に係る専門部会連絡会の開催（３月19日（火））
　・各地域部会の平成24年度の実施状況、取り組みの成果、圏域の課題等について
　　　　取り組みの成果（ニーズ調査、マップ作成、事例検討等による連携等）、課題
　　　　の情報共有
　・障害児支援の課題等について
　　　　意見交換するなかで、地域間格差の問題等、課題等を整理
　・平成25年度の取り組みについて
　　　　人材育成を含めた、社会資源の開発・改善（地域の支援力アップ）
　　　　課題の施策化等に向けた県（自立支援協議会）への意見　等
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